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学会発表数 
A－b B－b 

A－a 
シンポジウム 学会 

B－a 
シンポジウム 学会 

1 0 24 9 4 52 

 
 
社会活動 

氏  名 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

 消防職員 第 2期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

澄 川 耕 二 ㈶原子力安全研究会長崎地区緊急被爆医療ネット
ワーク調査検討会委員長 

文部科学省 

澄 川 耕 二 西日本ブロック三次被爆医療協議会評議員 文部科学省 

澄 川 耕 二 予備代議員 長崎県医師会 

澄 川 耕 二 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

澄 川 耕 二 長崎県心肺蘇生法実技講習会講師 長崎県教育庁 

柴 田  治 医療ガス保安講習会 長崎県高圧ガス安全協議会 

諸 岡 浩 明 交通事故救命救急法教育講習会 日本交通福祉協会 

原  哲 也 評議員 日本心臓血管麻酔学会 

原  哲 也 長崎県メディカルコントロール協議会 
気管挿管検討委員会委員 

長崎県 

北 條 美 能 留 第一回長崎がん診療研究会 長崎県がん診療連携拠点病院 

北 條 美 能 留 質の高い看護師育成事業（がん分野） 長崎県 

北 條 美 能 留 一般病院における緩和ケアチーム活動の実際 長崎県緩和ケア研究会 

 
 
外部資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 外 部 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

澄川耕二・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 

臓器特異性機序に基づく薬理学的プレコン
ディショニング法の開発 

澄川耕二・教授 文部科学省 代表 大学改革推進等補助金 
女性医師麻酔科復帰支援プロジェクト 

趙 成三・講師 文部科学省 代表 若手研究(B) 

心虚血再潅流障害の分子機序：転写因子
NF-κBの動態と制御 

北條美能留 
・助手 

文部科学省 代表 若手研究(B) 

オピオイド耐性の克服：二量体化オピオイド
受容体における解析 

前川拓治・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

低灌流心における血小板凝集の解析と制御 

三好 宏・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

揮発性麻酔薬の腎虚血再灌流障害に対する
保護効果とその分子機構の解明 
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中村利秋・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

急性肺障害における薬物療法と人工換気様
式を組み合わせた治療効果の検討 

境 徹也・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

神経因性疼痛患者に対する経皮的クロニジ
ンの鎮痛効果と作用機序の臨床的解析 

吉富 修・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

心筋の薬理学的プレコンディショニングの
分子機序－PI3K-Akt活性を介して－ 

山口昌一・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

気管平滑筋の過敏性収縮の機序と静脈麻酔
薬の作用 

西岡健治・助手 文部科学省 代表 若手研究(B) 

アレルギー性気管平滑筋収縮に対する麻酔
薬の作用の研究：ラット喘息モデルを用いて

金出政人，上園
保仁，北條美能
留，澄川耕二，
谷山絋太郎 

長崎医学同窓会医学研究助成金  難治性疼痛に対する新規鎮痛法の確立－髄
腔内バクロフェン療法の耐性分子機構の解
明と制御法の開発 

 
 

その他 
非常勤講師等 

氏名・職 職・担当科目等 関 係 機 関 名 

澄川耕二・教授 非常勤講師（薬理学） 宮崎大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

澄川耕二・教授  朝日新聞ほか 2006年 
10月 12日

ママ医師復帰を支援 
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